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ア　職員コース （名） イ　職員コース （名）
④都道府県別　【 】内は館長コース （名）
性別 性別 40代 50代 60代 不明 計
女性 1 10 4 1 16
男性 2 08 3 － 13
合計 3 18 7 1 29
10代 20代 30代 40代 50代 60代 不明 計
女性 － 11 23 28 13 1 － 076
男性 1 04 10 07 03 － 1 026
合計 1 15 33 35 16 1 1 102
都道府県 人数 都道府県 人数 都道府県 人数 都道府県 人数
北海道 03 東京都 2【1】 滋賀県 1【1】 徳島県 4【1】
札幌市 0（1） 神奈川県 05 京都府 02 香川県 2【1】
青森県 3【1】 川崎市 0（2） 京都市 0（1） 愛媛県 01
岩手県 01 横浜市 0（1） 大阪府 10【3】 高知県 2【1】
宮城県 1【1】 新潟県 03 大阪市 （【2】） 福岡県 4【2】
仙台市 （1【1】） 富山県 0－ 兵庫県 3【1】 北九州市 0－
秋田県 0－ 石川県 01 神戸市 0（1） 福岡市 （1【1】）
山形県 3【1】 福井県 03 奈良県 1【1】 佐賀県 02
福島県 1【1】 山梨県 1【1】 和歌山県 02 長崎県 02
茨城県 01 長野県 1【1】 鳥取県 02 熊本県 02
栃木県 2【1】 岐阜県 01 島根県 1【2】 大分県 0－
群馬県 0－ 静岡県 3【2】 岡山県 1【1】 宮崎県 【1】
埼玉県 03 愛知県 6【1】 広島県 3【1】 鹿児島県 02
千葉県 05 名古屋市（2【1】） 広島市 （1【1】）










































講師 財団法人 横浜市女性協会理事長 有馬真喜子
財団法人 主婦会館理事長 中村　紀伊
兵庫県立男女共同参画センター所長 橋本　松子













































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































性別 20代 30代 40代 50代 60代 合計
女性 4 14 70 32 1 121
男性 3 10 9 7 0 29


























都道府県 人数 都道府県 人数 都道府県 人数 都道府県 人数 都道府県 人数
北海道 06 群馬 01 山梨 02 兵庫 06 福岡市 0（1）
札幌市 0（2） 埼玉 11 岐阜 04 神戸市 0（1） 北九州市 0（5）
青森 03 千葉 13 静岡 02 奈良 01 長崎 04
岩手 01 千葉市 0（4） 愛知 04 島根 01 熊本 02
宮城 07 東京 23 三重 08 岡山 05
仙台市 0（1） 神奈川 01 滋賀 02 山口 03
秋田 01 新潟 05 京都 04 徳島 03
福島 05 富山 02 京都市 0（1） 高知 02















































































































































































































平等社会としての歴史は浅く、1 9 7 8年に成立した「男女平等法」以降の急激な変化であ
り、現在の日本にとって、良き手本となり得ると紹介された。次にノルウェーの『男女
平等の本』の主な場面を紹介しながら、本の実践的な活用方法や発展性への示唆があっ






































































































































































































































































1 3 0. 0
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ブータン 1 マレーシア 1 パラウ 1
国名 人数 国名 人数 国名 人数
カンボジア 1 マーシャル諸島 1 スリランカ 2
中国 1 ミクロネシア 1 タイ 2
インド 2 モンゴル 2 バヌアツ 1
インドネシア 1 ネパール 2 ベトナム 2
イラン 1 パキスタン 1 ミャンマー 1
キリバス 2 フィリピン 2
研修生たち 研修の様子









































































いるソフト名とバージョン：O S 、ワープロ、表計算、E - m a i l、インターネット検索、
Web Page作成、データベース等）を尋ねており、レベルの差はあるものの、研修生の経
験にあわせた演習内容を企画した。W o r dを使えない研修生はいなかったため、W o r dの
演習の際には画像の取込み、W o r dを使ってのW e b P a g eの作成等を中心とした。ほとんど
の研修生がE x c e lも利用経験ありとしていたが、E x c e lはどのようなことができるソフト
なのかを示し、さらに高度な計算式やグラフ化の機能を使えるような内容とした。
②テキスト
インストラクターが事前に担当部分のテキストを（W o r d、E x c e l、P o w e r P o i n t、




































































当館では「女性職員のためのI C Tサポートプロジェクト」として、I C Tの習得を目的と






































20代 30代 40代 50代 60代 合計
女性 12 12 36 32 17 109
男性 2 8 6 2 2 20








































































































































コーディネー ター 国立女性教育会館事業課専門職員 奥村　明子
Ⅱ「団体・グループ、ＮＰＯにおける女性のエンパワーメント支援
の課題について」













































































































































































































































1 男女共同参画社会について知識・情報を得た 2 女性のエンパワーメントについての知識・情報を得た
3 事業の企画・立案に関する専門的な知識・技術が身についた 4 NGO・NPO活動に必要な専門的な知識・技術が身についた





























































































5 国の施策や基本的な考え方を知ることができた 6 参加者相互のネットワークができた
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19歳以下 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代 不明
女性 2 3 0９ 55 103 148 18 1
男性 1 2 12 06 014 013 05 0




















都道府県 人数 都道府県 人数 都道府県 人数 都道府県 人数 都道府県 人数
青森県 001 千葉県 01 長野県 33 鳥取県 02 不明 01
岩手県 002 東京都 07 静岡県 01 広島県 02
福島県 022 神奈川県 02 滋賀県 02 愛媛県 02
群馬県 027 新潟県 01 京都府 03 高知県 01
埼玉県 278 福井県 01 大阪府 02 鹿児島 01
政令指定都市の参加なし
20都府県
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6．研修日程


























































































































































































知る貴重な機会であるため、J I C A の職員、大学院生などの参加も募り、意見交換ができ
るようなワークショップにすることを考えたい。
（４）合同研修
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女性 男性 無記入 人数 ％





















女性 男性 無記入 人数 ％
















女性 男性 無記入 人数 ％
















女性 男性 無記入 人数 ％
















女性 男性 無記入 人数 ％















































10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代 不明 計
女性 7 106 152 354 492 316 49 ー 119 1,595
男性 0ー 15 43 47 40 24 6 ー 17 0,192
合計 7 121 195 401 532 340 55 0 136
初日のアトラクションと超満員の会場
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職業・所属 人数 職業・所属 人数 職業・所属 人数
社会教育施設 015 小・中・高校教諭 067 学生 00,69
女性施設 083 団体・グループ 515 主婦（夫） 00,53
教育委員会 021 マスコミ 004 不明・無職 0,317
女性行政 109 議員 040
その他行政 162 企業 148
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テーマ H14 H13 H12 H11 H10 H9 H8
Ａ 女性問題・ジェンダー研究 05 03 015 07 011 010 17
Ｂ 女性の教育・学習 03 05 008 07 011 003 04
Ｃ 女性政策 01 09 008 09 006 013 05
Ｄ 女性施設 0ー 0ー 001 06 003 005 01
Ｅ 政策決定の場への女性の参画 0ー 02 004 07 006 004 04
Ｆ 女性と労働 03 0ー 010 05 010 006 04
Ｇ 女性と高齢社会 07 02 003 03 003 001 0ー
Ｈ 女性と人権 01 03 003 01 002 00ー 01
Ｉ 女性に対する暴力 13 06 012 10 007 002 0ー
Ｊ 女性のからだ・セクシャリティー 04 05 005 08 007 009 02
Ｋ 女性とメディア 01 01 002 02 005 006 02
Ｌ 女性と表現 05 04 005 10 010 012 04
Ｍ 女性情報 02 0ー 00ー 02 002 00ー 0ー
Ｎ ＧＯとＮＧＯとの連携 01 01 002 0ー 004 002 0ー
Ｏ ネットワークづくり 01 02 003 0ー 002 002 0ー
Ｐ グループの活動報告 05 01 001 0ー 009 00ー 0ー
Ｑ 学校教育における男女平等教育 05 04 008 09 008 011 03
Ｒ 家族・家庭・子ども 11 07 011 07 011 015 07
Ｓ 開発と女性 01 01 002 02 003 003 03
Ｔ 平和と女性 0ー 02 00ー 0ー 00ー 00ー 0ー
Ｕ 女性と環境 01 0ー 00ー 0ー 00ー 001 0ー
V 女性史 01 0ー 00ー 0ー 00ー 00ー 03
W 男性学・男性問題 0ー 01 001 0ー 00ー 00ー 0ー
総計 71 59 104 95 120 105 60
6．自主企画ワークショップの応募状況
（１）テーマワークショップ （件）
テーマ 件 テーマ 件
１ 女性の政策･方針決定過程への参画 04 ９ 創造活動への参画 02
２ 女性とポジティブ･アクション 01 10 社会参画と教育／学習 03
３ 男女共同参画条例 09 11 開発と女性／ジェンダー 03
４ 行政と市民参画 15 12 紛争とジェンダー 0－
５ 経済活動と女性／ジェンダー 06 13 男女共同参画 04
６ 地域活動とジェンダー 02 14 不明 0－
７ 組織とジェンダー 01

















































初めは3 0 0人余りで立ち上げたが、 パネルディスカッション「社会参画 わたし流」
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女性 男性 不明 合計 ％














女性 男性 不明 合計 ％










女性 男性 不明 合計 ％
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女性 男性 不明 合計 ％










女性 男性 不明 合計 ％










女性 男性 不明 合計 ％



















/NPO 会社員 学生 その他 不明 合計
女性 23 12 2 18 4 13 12 15 099
男性 － － － － － 01 02 － 003




















10代 20代 30代 40代 50代 60代以上 不明 合計
女性 ー 21 16 21 28 10 3 99
男性 ー 2 ー 1 ー ー ー 3
合計 ー 23 16 22 28 10 3 102
（３）所属別
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国名 合計 国名 合計 国名 合計
ブータン 1 マーシャル諸島 1 タイ 02
カンボジア 1 ミクロネシア 1 バヌアツ 01
中国 1 モンゴル 2 ベトナム 02
インド 2 ネパール 2 ミャンマー 01
インドネシア 1 パキスタン 1 オーストラリア 01
イラン 1 フィリピン 2 カメルーン 01
キリバス 2 パラウ 1 合計 30





北海道 0－ 神奈川県 02 京都府 01 香川県 000－
（札幌市） 0－ （横浜市） 0（3） （京都市） 0－ 愛媛県 000－
青森県 01 （川崎市） 0－ 大阪府 02 高知県 000－
岩手県 0－ 新潟県 02 （大阪市） 0（1） 福岡県 0001
宮城県 0－ 富山県 0－ 兵庫県 0－ （北九州市） 000－
（仙台市） 0－ 石川県 04 （神戸市） 0（1） （福岡市） 000－
秋田県 0－ 福井県 0－ 奈良県 0－ 佐賀県 000－
山形県 0－ 山梨県 0－ 和歌山県 0－ 長崎県 000－
福島県 0－ 長野県 02 鳥取県 0－ 熊本県 0002
栃木県 03 岐阜県 0－ 島根県 0－ 大分県 000－
群馬県 01 静岡県 01 岡山県 01 宮崎県 000－
埼玉県 11 愛知県 01 広島県 0－ 鹿児島県 000－
千葉県 03 （名古屋市） 0（2） （広島市） 0－ 沖縄県 000－
（千葉市） 0（2） 三重県 0－ 山口県 0－ 不明 0002
東京都 23 滋賀県 02 徳島県 0－ 海外 0028
合計 0102
参加者数 都道府県 参加者数 都道府県 参加者数 都道府県 参加者数






























































ウガンダにあるI S I S - W I C C E所長のルース・オジャンボ・オチエング氏が自分の所属す
るI S I Sの歴史と活動内容を紹介すると共に、女性のネットワーキングの重要性について述
べた。1 9 9 5年に北京で開催された第４回国連女性会議が女性と情報についてのひとつの
転換点であり、女性は情報もコミュニケーションも女性の権利であると主張することに
なったとした。
次にK n o w H o w会議についての説明があった。この会議は女性情報の専門家が一堂に集
まって、女性情報の提供及びアクセスの状況、アクセスできるような政策提言等の活動
がどれだけ進んだか、進捗状況をレビューしていこうという目的で開催されたものであ
る。第１回会議がアムステルダムで、第２回会議が2 0 0 2年７月にウガンダで開催された。
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性別 10歳代 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代以上 不明 合計
女性 12 14 39 125 254 226 16 686
男性 03 01 09 015 026 034 02 090



















行政関係者 教育関係者 会社員 無職 その他 不明 合計
64 24 23 330 73 172 686





合計 29 38 346 94 187 776

















































北海道 000073 東京都 000042 滋賀県 00000ー 香川県 000007
青森県 000005 神奈川県 000024 京都府 00000－ 愛媛県 000001
岩手県 000004 新潟県 000028 大阪府 00000－ 高知県 000001






山形県 00000－ 福井県 000013 和歌山県 000009 長崎県 000003
福島県 000007 山梨県 000006 鳥取県 000003 熊本県 000008
茨城県 00000－ 長野県 000042 島根県 000001 大分県 000002
栃木県 000006 岐阜県 000005 岡山県 000003 宮崎県 000005
群馬県 000004 静岡県 000002 広島県 00000－ 鹿児島県 000001
埼玉県 000327 愛知県 000014 山口県 00000－ 沖縄県 000002
千葉県 000054 三重県 00000ー 徳島県 000001 不明 000005
参加者数 都道府県 参加者数 都道府県 参加者数 都道府県 参加者数
〔計37都道府県　海外1（中国）〕
6．プログラムの概要
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「女性情報シソーラス用語データベース」を紹介した。またW i n e t C A S Sの中で、女性情






















同じ時期に、A S E A N 各国が協力して パネルディスカッションの様子
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“Women in Development Thesaurus”が開発され、アメリカでも女性教育のセンターや研究
者達が中心となって“A Women’s Thesaurus”が開発された。1995年の北京会議では、行動
































シソーラスと私たちの活動 ― どのように活用するのか ―（堀　久美）
ドーンセンターで開講された「組織開発講座」を受講し、その修了生で作ったW I N - L











































会場：学生から「子ども服にみられるジェンダー観」を調べたいと相談された。Y a h o oや



























































































































































































































が直接W e b上で登録・更新できるシステムを活用しデータ登録・更新を完了した（W e bでの
登録を行った施設は1 3 3館）。３月現在の登録数は施設数5 4 4件、実施事業（情報・相談以外）





集し提供している。2 0 0 2年度開講分の科目データについて全国調査を行ない結果をデー
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タベース化した。各機関が直接W e b上で登録･更新できるシステムを用意し、3 1 5大学・









で平成1 5年３月に公開された。３月現在、全国1 5 0 0以上の子育てネットワーク等子育て


























































































































































































































































































































集サポートメンバーにより９月に新規事例2 4件、1 2月に1 1件、平成1 5年３月に1 3件を追
加し、合計58件の事例を公開中である。



































































































































3 1 1 5 2 2 14
計
（13年度：６大学18名受入れ）
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